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平
成
元
年
六
月
十
九
日
提
出 

質

問

第

三

〇

号 

  

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

米
空
軍
Ｆ
16
の
超
低
空
飛
行
訓
練
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

平
成
元
年
六
月
十
九
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

田 
村 

 

元 

殿 

 

提 

出 

者 
 

児 

玉 

健 

次 

 

一 

 



 

三
沢
基
地
に
は
「
思
い
や
り
予
算
」
に
よ
る
Ｆ
16
用
の
シ
ェ
ル
タ
ー
、
二
、
二
〇
〇
戸
の
米
軍
家
族
用
住
宅
の
建

設
、
核
戦
略
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
通
信
施
設
も
完
備
さ
れ
た
。 

ま
た
、
八
七
年
十
月
に
は
三
沢
基
地
を
防
衛
す
る
第
二
〇
一
基
地
防
空
隊
も
配
備
、
日
米
両
軍
の
共
同
使
用
基 

 

地
の
特
徴
を
最
大
限
に
生
か
し
た
部
隊
配
備
が
終
わ
り
、
「
槍
の
穂
先
」
の
役
割
を
担
う
Ｆ
16
核
攻
撃
部
隊
の
本
格

的
な
猛
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
る
。
三
沢
の
対
地
攻
撃
機
Ｆ

16
は
北
海
道
、
東
北
北
部
に
お
け
る
低
空
に
よ
る
急
旋 

回
、
急
上
昇
な
ど
傍
若
無
人
の
訓
練
を
繰
り
返
し
、
猛
烈
な
低
空
訓
練
に
よ
る
衝
撃
音
の
被
害
、
墜
落
事
故
や
民 

一
九
八
二
年
の
日
米
合
意
に
基
づ
き
、
八
四
年
、
三
沢
基
地
に
米
第
五
空
軍
第
四
三
二
戦
術
戦
闘
航
空
団
が
配 

 

属
さ
れ
た
。
八
五
年
四
月
か
ら
Ｆ

16
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
フ
ァ
ル
コ
ン
の
配
備
が
開
始
さ
れ
、
八
七
年
七
月
に
は 

 

五
〇
機
の
配
備
が
完
了
、
第
一
三
、
第
一
四
飛
行
中
隊
が
編
成
さ
れ
た
。 

米
空
軍
Ｆ
16
の
超
低
空
飛
行
訓
練
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

間
空
港
へ
の
緊
急
着
陸
な
ど
地
域
住
民
に
恐
怖
と
怒
り
を
ま
き
起
こ
し
て
い
る
。
い
ま
、
北
海
道
、
東
北
の
多
く 

 

の
自
治
体
で
超
低
空
訓
練
の
即
時
中
止
を
求
め
る
決
議
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
住
民
の
反
対
運
動
が
急
速
に
広
が
っ 

て
い
る
。 

Ｆ

16
は
八
七
年
一
年
間
だ
け
で
も
一
四
機
墜
落
し
、
一
〇
万
時
間
当
た
り
六
・
六
八
機
墜
落
し
た
こ
と
に
な 

 

る
。
従
っ
て
総
飛
行
時
間
一
四
、
九
七
〇
時
間
に
一
機
墜
落
し
た
こ
と
に
な
る
。
三
沢
基
地
の
Ｆ

16
は
、
飛
行
訓 

 

練
時
間
（
一
機
当
た
り
年
間
飛
行
二
四
〇
時
間
）
か
ら
客
観
的
に
計
算
し
て
、
一
年
間
に
一
機
墜
落
す
る
計
算
に
な

る
。
三
沢
基
地
の
ロ
ー
バ
ー
指
令
官
は
、
各
自
治
体
が
再
三
、
低
空
飛
行
訓
練
中
止
の
申
入
れ
を
行
っ
た
の
に
対 

三
沢
基
地
の
Ｆ

16
は
一
昨
年
三
月
に
八
戸
沖
海
上
で
墜
落
し
、
昨
年
九
月
に
岩
手
県
川
井
村
山
中
で
墜
落
し
た 

が
、
川
井
村
の
場
合
、
小
学
校
か
ら
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
一
番
近
い
民
家
か
ら
わ
ず
か
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
し
か 

 

離
れ
て
い
な
か
っ
た
。
一
歩
間
違
え
る
と
大
惨
事
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

西
ド
イ
ツ
で
は
低
空
訓
練
中
の
米
軍
Ｆ
16
が
住
宅
地
に
墜
落
し
大
惨
事
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。 

四 

 



 

ア
メ
リ
カ
と
軍
事
同
盟
を
結
ん
で
い
る
ス
ペ
イ
ン
は
核
攻
撃
機
Ｆ
16
（
七
二
機
）
の
退
去
を
要
求
し
全
面
撤
退
が

行
わ
れ
た
。
い
ま
、
日
本
政
府
の
態
度
が
厳
し
く
問
わ
れ
て
い
る
。 

し
、
「
Ｆ

16
は
実
戦
的
に
飛
ば
な
け
れ
ば
強
く
な
れ
な
い
。
対
地
攻
撃
訓
練
の
目
標
は
道
路
、
鉄
道
、
橋
、
レ
ー 

 
 

ダ
ー
基
地
、
ダ
ム
な
ど
」
と
表
明
、
自
治
体
か
ら
低
空
訓
練
中
止
要
請
が
あ
り
、
墜
落
事
故
の
原
因
が
不
明
で 

 
 

 

あ
っ
て
も
猛
訓
練
を
続
行
し
て
い
る
。 

一 

低
空
飛
行
訓
練
に
よ
る
Ｆ
16
の
事
故
原
因
に
つ
い
て 

(2) 

あ
わ
せ
て
Ｆ
16
の
八
戸
沖
海
上
（
一
九
八
七
年
三
月
二
十
二
日
）
、
岩
手
県
川
井
村
山
中
（
一
九
八
八
年
九 

(1) 

Ｆ

16
の
八
八
年
九
月
二
十
二
日
、
八
九
年
五
月
三
十
日
の
秋
田
空
港
へ
の
緊
急
着
陸
、
八
九
年
一
月
二
十 

六
日
の
函
館
空
港
へ
の
緊
急
着
陸
、
八
九
年
三
月
二
十
七
日
、
千
歳
空
港
へ
の
緊
急
着
陸
の
事
故
原
因
は
何 

 

か
。
そ
の
詳
細
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

以
下
、
国
民
生
活
を
脅
か
す
無
謀
な
Ｆ
16
の
超
低
空
訓
練
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

五 

 



 

二 

Ｆ
16
の
三
沢
配
備
の
目
的
、
超
低
空
飛
行
訓
練
の
危
険
性
に
つ
い
て 

(2) 

八
七
年
十
月
二
十
六
日
、
米
上
下
両
院
合
同
経
済
委
員
会
国
家
安
全
保
険
経
済
小
委
員
会
で
プ
ロ
ク
シ 

 

マ
イ
ア
委
員
長
が
同
機
の
製
造
上
の
欠
陥
を
厳
し
く
指
摘
し
、
Ｆ

16
事
故
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
夫
を
失
っ
た
未 

亡
人
が
Ｆ
16
を
「
未
亡
人
製
造
機
」
と
批
判
し
た
。 

(1) 

一
九
八
二
年
十
月
の
日
米
間
合
意
に
基
づ
き
、
八
七
年
七
月
、
三
沢
基
地
に
Ｆ

16
戦
闘
機
五
〇
機
の
配
備 

が
完
了
、
米
空
軍
第
四
三
二
戦
術
戦
闘
航
空
団
、
第
一
三
、
第
一
四
飛
行
中
隊
が
編
成
さ
れ
た
。
Ｆ
16
が
三 

 

沢
基
地
に
配
備
さ
れ
た
軍
事
目
的
は
な
に
か
。 

月
二
日
）
で
の
墜
落
事
故
の
原
因
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

米
空
軍
検
査
安
全
セ
ン
タ
ー
（
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
）
発
行
フ
ラ
イ
ン
グ
セ
ー
フ
ィ
テ
ィ
一
九
八
八
年
五
月
号
に
、

三
沢
基
地
司
令
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
中
佐
に
よ
る
「
Ｆ
16
事
故
に
お
け
る
人
為
的
要
因
」
と
い
う
一
文
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
八
六
機
の
墜
落
原
因
に
つ
い
て
、
機
体
に
起
因
す
る
も
の
四
〇
機
、
う
ち
エ
ン 

六 

 



 

(3) 

一
昨
年
、
昨
年
と
北
海
道
、
東
北
の
各
地
で
強
行
さ
れ
た
Ｆ

16
の
超
低
空
飛
行
の
実
態
は
、
低
空
を
時
速 

 

七
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
前
後
、
地
形
に
追
随
し
て
上
下
、
蛇
行
し
な
が
ら
目
標
を
捕
捉
し
、
攻
撃
、
反
転
を 

 
 

行
う
と
い
う
危
険
な
も
の
で
あ
る
。
超
低
空
飛
行
訓
練
の
目
的
は
何
か
。
ま
た
、
こ
の
訓
練
の
危
険
性
を
ど 

ジ
ン
の
故
障
三
二
機
、
次
に
人
為
的
要
因
四
六
機
、
そ
の
内
訳
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
操
縦
中
に
上
下
左
右
が
わ 

 
か
ら
な
く
な
る
空
間
識
失
調
二
〇
機
、
重
力
加
速
の
か
け
過
ぎ
五
機
、
操
縦
不
能
五
機
、
空
中
衝
突
六
機
、 

 
 

そ
の
他
一
〇
機
（
燃
料
切
れ
三
機
、
バ
ー
ド
ス
ト
ラ
イ
ク
二
機
、
離
着
陸
失
敗
四
機
）
と
の
事
実
を
中
佐
は
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
墜
落
原
因
の
う
ち
人
為
的
要
因
に
よ
る
も
の
の
多
く
が
バ
ー
ト
ス
ト
ラ
イ
ク
、
Ｇ
過 

 
 

大
、
空
間
識
失
調
、
空
中
衝
突
、
操
縦
不
能
な
ど
で
あ
り
、
中
高
高
度
で
の
通
常
の
飛
行
訓
練
で
は
ほ
と
ん 

 
 

ど
発
生
し
な
い
も
の
で
あ
る
。 

中
高
高
度
の
通
常
飛
行
と
、
低
空
、
超
低
空
で
の
急
上
昇
、
反
転
等
を
伴
う
飛
行
の
安
全
性
の
違
い
は
な 

 

に
か
。 

七 

 



 

三 

低
空
飛
行
訓
練
と
地
位
協
定
に
つ
い
て 

(2) 

外
務
省
は
昨
年
二
月
の
予
算
委
員
会
で
東
中
光
雄
委
員
の
質
問
に
対
し
て
、
「
米
国
軍
隊
が
本
来
施
設
、
区

域
で
行
う
こ
と
を
予
想
さ
れ
て
い
る
活
動
を
施
設
、
区
域
外
で
行
う
こ
と
は
、
こ
の
地
位
協
定
の
予
想
し
て 

 

い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
答
え
た
。
Ｆ

16
の
低
空
飛
行
は
対
地
攻
撃
訓
練
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
危
険 

 

な
訓
練
を
「
施
設
、
区
域
外
」
の
各
地
で
強
行
す
る
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
日
米
地
位
協
定
違
反
と
い
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
政
府
は
、
Ｆ

16
の
低
空
飛
行
訓
練
を
地
位
協
定
の
ど
の
条
項
に
よ
っ
て
容
認
し
て
い
る
の
か 

答
え
ら
れ
た
い
。 

(1) 

三
沢
基
地
の
ロ
ー
バ
ー
司
令
官
は
、
一
九
八
七
年
十
一
月
の
北
海
道
全
域
で
強
行
し
た
低
空
訓
練
の
後
、 

十
二
月
十
七
日
の
記
者
会
見
で
「
ご
迷
惑
を
か
け
た
、
申
し
訳
な
い
と
謝
る
し
か
な
い
」
と
陳
謝
し
た
。
陳
謝

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
は
な
に
か
。 

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。 

八 

 



 

四 

訓
練
の
事
前
通
知
、
被
害
補
償
に
つ
い
て 

(2) 

米
軍
Ｆ

16
低
空
訓
練
に
よ
る
衝
撃
音
等
の
苦
情
、
事
故
の
状
況
、
被
害
補
償
の
状
況
に
つ
い
て
、
そ
の
件 

(1) 

ロ
ー
バ
ー
司
令
官
は
、
先
に
述
べ
た
記
者
会
見
で
「
こ
れ
か
ら
は
地
元
の
三
沢
防
衛
施
設
事
務
所
な
ど
を 

通
じ
事
前
に
連
絡
し
た
い
」
と
述
べ
、
低
空
訓
練
の
事
前
通
知
を
約
束
し
た
。
し
か
し
、
地
元
自
治
体
へ
の 

 
 

事
前
通
知
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
防
衛
施
設
庁
、
外
務
省
に
そ
の
後
事
前
の
連
絡
は
あ
っ
た
の
か
。
連
絡 

 
 

が
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
そ
の
年
月
日
、
内
容
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

(3) 
自
衛
隊
に
は
航
空
法
第
八
十
一
条
の
最
低
高
度
制
限
規
定
、
八
十
五
条
の
粗
暴
な
操
縦
の
禁
止
規
定
、
九 

十
一
条
の
横
転
や
宙
返
り
な
ど
曲
技
飛
行
等
の
禁
止
規
定
、
九
十
二
条
の
航
空
機
の
姿
勢
を
頻
繁
に
変
更
す 

る
飛
行
な
ど
航
空
交
通
の
安
全
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
飛
行
の
原
則
禁
止
の
規
定
が
適
用
さ
れ
て
い 

 

る
。
と
こ
ろ
が
、
米
軍
は
航
空
法
特
例
法
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
全
部
除
外
さ
れ
て
い
る
。
特
例
法 

 
 

に
よ
っ
て
除
外
し
た
地
位
協
定
上
の
根
拠
は
な
に
か
。 

九 

 



 

五 

Ｆ
16
の
撤
去
、
低
空
飛
行
訓
練
の
中
止
に
つ
い
て 

(1) 

昨
年
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
、
「
米
軍
は
全
く
自
由
に
飛
行
訓
練
を
行
っ
て
よ
い
わ
け
で
は
な
く
て
、 

 

わ
が
国
の
公
共
の
安
全
に
妥
当
な
配
慮
を
払
っ
て
活
動
す
べ
き
も
の
で
あ
る
」
と
外
務
省
は
答
弁
し
た
。
北 

 

海
道
や
札
幌
防
衛
施
設
局
が
、
人
口
密
集
地
帯
や
放
牧
地
を
避
け
る
よ
う
申
入
れ
を
行
っ
て
き
た
が
、
そ
れ 

 

す
ら
守
ら
れ
て
い
な
い
。 

米
軍
機
の
超
低
空
飛
行
の
危
険
性
、
爆
音
の
被
害
に
抗
議
し
て
秋
田
県
で
は
六
四
市
町
村
の
う
ち
六
〇
市 

町
村
が
、
北
海
道
で
は
二
〇
の
市
町
村
が
低
空
飛
行
訓
練
反
対
の
決
議
、
意
見
書
等
を
議
決
し
て
い
る
。
多 

 

数
の
人
命
に
か
か
わ
る
重
大
な
事
故
が
発
生
す
る
前
に
、
米
軍
に
対
し
て
低
空
飛
行
訓
練
の
即
時
中
止
と
三 

沢
基
地
の
Ｆ
16
撤
去
を
要
求
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

数
、
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

ま
た
、
未
解
決
の
被
害
補
償
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。 

一
〇 

 



 

 

一
一 

右
質
問
す
る
。 


